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介護事業の労働災害の特徴及び労働災害防止の
ポイントについて

大津労働基準監督署 安全衛生課



１ 労働災害の発生状況について
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２ 転倒災害防止対策について
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床の凹凸につまずき転倒

主な転倒災害事例

利用者の体重を支えきれず転倒
コードに引っ掛かり転倒

浴室の床が濡れており滑って転倒

階段を踏み外しバランスを崩して転倒

(厚生労働省 職場のあんぜんサイト「労働災害事例」「ヒヤリ・ハット事例」参考)
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転倒災害の典型的な３つの事例

滑り

つまずき

踏み外し
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▶ １つめは「滑り」です。
床の素材が滑りやすいものであったり、
床に水や油などが残ったままの状態であったりすると、
滑って転倒しやすくなります。

▶ ２つめは「つまずき」です。

床に凹凸や段差があり、つまずいて転倒したという例
が多くあります。
また、放置されていた荷物や商品などにつまずいたと
いうケースがあります。

大きな荷物を抱えて階段を下りるときなど、
足元が見えづらいときに足を踏み外し、

転倒することがあります。

▶ ３つめは「踏み外し」です。



転倒災害防止について

14

【主なハード対策】

・床の段差、凹凸等の危険源の解消

・滑り止め用の塗装やマットの設置

・照度の確保

・段差や凹凸等の危険源の表示

(危険源の見える化)

【主なソフト対策】

・転倒マップの作成

・４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）の活動

・定期的な安全教育の実施

・滑り難い作業靴の着用

・転倒予防体操の実施
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・危険源の排除及び見える化

通路の凹凸等の危険源は極力排除し、どうしても凹凸ができてしまうような場合は、できる

限りテープ等で目立つようにするなど見える化に取り組むことも重要。また掲示物等で危険

個所の注意喚起も有効です。

転倒
注意

□ 床にある荷物や水たまり
を取り除く

□ スロープなどで段差を解
消する、または、トラ
テープなどで危険箇所を
明示する

□ ステッカーを掲示し、注
意喚起する
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・転倒マップの作成

危険個所を表示したマップを作成し、労働者に対して周知・教育を行うことで、労働者一

人一人が危険箇所を認識し意識することにより、労働災害防止につながります。

【危険源の見える化掲示例】

ステッカーは↓からダウンロードすることができます。
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html

STOP！ 転倒 検 索
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▶ 日頃から整理・整頓・清掃・清潔に取り組むこと
が、
転倒災害を防ぐためには重要です。

例えば、歩く場所に物を放置しない、

▶ ４Ｓと覚えてください。

床面の汚れを取り除く、
こうしたことが転倒災害の防止につながります。

ＳＥＩＲＩ（整理）

ＳＥＩＴＯＮ（整頓）

ＳＥＩＳＯ（清掃）

ＳＥＩＫＥＴＳＵ（清潔）

４Ｓ
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【ＰＯＩＮＴ！】

① 靴の屈曲性

▶ また、作業に適した靴を
着用することも重要です。

② 靴の重量

③ 靴の重量バランス

④ つま先部の高さ

⑤ 靴底と床の耐滑性のバランス
たいかつせい

① 接地面

大
接地面

小

③

※先芯が樹脂製
のものをおす
すめします。

安定 不安定

④ つま先

高
つま先

低
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▶ さらに、靴を定期的に点検することも重要です。

例えば、靴底がすり減ることで耐滑性は損なわれ、
滑りやすくなります。

たいかつせい
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・転倒災害にかかる安全教育
転倒災害をなくすためには、会社の取り組みだけでは労働者一人一人が労働災

害防止の意識を持って業務に取り組むことが重要であります。そのため、定期

的に安全教育を行い労働者の安全の意識高揚を図ってください。

（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所では、滑りによる転倒災害を
防止するための映像教材を作成し、公開していますので、参考にしてください。

映像教材は↓から閲覧することができます。
http://www.jniosh.go.jp/publication/houkoku/houkoku_2016_05.html

安衛研 転倒 検 索

https://youtu.be/jcPLJ9Tryjg
https://youtu.be/psMXaqpUioM
https://youtu.be/k6MufAkRIyo
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・転倒災害防止体操の一例

当該事業場では、転倒災害防止と身体機能改善を目的とした「いきいき安全体
操」を毎日約５分間、全身ストレッチと平衡機能、敏捷性、下肢筋力の向上を
目的とした５つの動作の繰り返しで構成されています。
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（厚生労働省 職場の安全サイト

「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」出典）
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▶ 職場の状況をチェックしてみましょう！
チェック項目 ☑

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか □

２ 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除いていますか □

３ 安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保されていますか □

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか □

５ 作業靴は、作業に適したものを選び、定期的に点検していますか □

６
ヒヤリハット情報を活用して、転倒しやすい場所の危険マップを作成し、
周知していますか □

７
段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を促すステッカー（標識）を
つけていますか □

８ ポケットに手を入れたまま歩くことを禁止していますか □

９ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていますか □



３ 腰痛災害防止対策について
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腰痛とは

（厚生労働省 「社会福祉施設における安全衛生対策」出典）
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腰痛災害発生の主な要因
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１ 管理体制
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２ 作業管理
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腰に負担のかかる作業
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福祉用器具の積極的な活用
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３ 環境管理
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厚生労働省 「職場における腰痛予防対策指針及び解説」 出典
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